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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間（平成22年６月１日から平成23年２月28日まで）のわが国経済は、中国を中

心とする新興国向けの輸出に支えられ企業の生産は持ち直しに向けた動きが見られ、景気の足踏み状態を

脱しつつあります。その一方で円高、政府の各種補助金終了等を背景に、雇用情勢の悪化懸念や長期化す

るデフレによる価格競争の激化など先行きが不透明な状況で推移しました。 

このような状況の中、当社グループは３ヵ年からなる中期事業計画PhaseⅠをスタートさせ、重点事業へ

の経営資源の最適配分、海外展開の強化に加え、収益体質の強化を目指し、一層のコストダウンの推進、

販売品目の整理、生産拠点の最適化に取り組みました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、機能化学品事業が堅調に推移し、医薬事業及びセイ

フティシステムズ事業が回復したことにより、1,110億２千万円と前年同四半期に比べ71億４千４百万円

(6.9％)増加しました。 

営業利益は、機能化学品事業が堅調に推移し、158億７千万円と前年同四半期に比べ41億７千１百万円

(35.7％)増加しました。 

経常利益は、149億８千９百万円と前年同四半期に比べ33億７千万円(29.0％)増加しました。 

四半期純利益は、74億１千７百万円と前年同四半期に比べ１億９千６百万円(2.7％)増加しました。 

 

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。 

【機能化学品事業】 

機能性材料事業は、半導体封止材用エポキシ樹脂が顧客生産調整の影響を受けましたが、前年同四半期

並みに推移しました。紫外線硬化型樹脂は前年同四半期を下回りました。機能性材料事業全体では前年同

四半期を下回りました。 

電子情報材料事業は、プラズマディスプレイ用フィルムが前年同四半期を下回りましたが、光ディスク

用樹脂、インクジェットプリンター用色素、液晶シール材が前年同四半期を上回りました。㈱ポラテクノ

でも液晶ディスプレイ用偏光フィルムが堅調に推移したため、前年同四半期を上回りました。電子情報材

料事業全体では前年同四半期を上回りました。 

触媒事業は、アクリル酸製造用触媒の需要が回復し、前年同四半期を上回りました。 

色材事業は、繊維用染料が堅調に推移し、前年同四半期を上回りました。 
この結果、売上高は532億１千９百万円、営業利益は90億３千４百万円となりました。 

【医薬事業】 

国内向け製剤の抗がん剤は、「ビカルタミド錠NK」、「パクリタキセル注NK」、「カルボプラチン点滴

静注液NK」が堅調に推移し、前年同四半期を上回りましたが、「動注用アイエーコール」、「ランダ注」

が競合品等の影響により、前年同四半期を下回りました。国内向け製剤全体では前年同四半期を上回りま

した。 

輸出は、ブレオ類（抗がん剤）が前年同四半期を下回り、輸出全体でも前年同四半期を下回りました。 

国内向け原薬は、医薬品原料が前年同四半期を上回り、国内向け原薬全体でも、前年同四半期を上回り

ました。 

診断薬は前年同四半期を上回りました。 

この結果、売上高は369億５千９百万円、営業利益は77億６百万円となりました。 

【セイフティシステムズ事業】 

シートベルトプリテンショナー用マイクロガスジェネレータは前年同四半期を上回りました。エアバッ

グ用インフレータも、環境対応車向け及び中国での販売増を受け、前年同四半期を上回りました。 

この結果、売上高は139億６百万円、営業利益は10億７百万円となりました。 

【その他】 

アグロ事業は、国内・輸出ともに前年同四半期を下回りました。 

不動産事業他は、前年同四半期を下回りました。 

この結果、売上高は69億３千５百万円、営業利益は18億３千５百万円となりました。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

総資産は2,005億３千６百万円となり、前連結会計年度末に比べ21億４百万円減少しました。流動資産は

３億２千９百万円減少しました。固定資産は16億６千３百万円減少しました。これは主に投資有価証券は
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増加しましたが、有形固定資産の減少等によるものです。 

負債は695億１千８百万円となり、前連結会計年度末に比べ52億９千３百万円減少しました。流動負債は

９億６千７百万円減少しました。これは主に買掛金及び短期借入金は増加しましたが、未払費用及び未払

法人税等の減少等によるものです。固定負債は43億２千５百万円減少しました。これは主に借入及び長期

預り金の返済による減少等によるものです。 

純資産は1,310億１千８百万円で、前連結会計年度末に比べ31億８千８百万円増加しました。これは主に

為替換算調整勘定の減少等があったものの、利益剰余金の増加等によるものです。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ５億９千万円減少し、352億２

千３百万円（前年同四半期は349億８千３百万円）となりました。各キャッシュ・フローの状況については、

次のとおりです。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、123億円の収入（前年同四半期は117億３千９百万円の収入）と

なりました。これは主に前渡金の増加が25億７千４百万円、引当金の減少が15億４千３百万円、未払費用

の減少が13億４百万円、棚卸資産の増加が11億２千４百万円あったものの、税金等調整前四半期純利益が

141億５千７百万円、減価償却費が65億９千１百万円、仕入債務の増加が17億円あったことによるものです。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、63億９千５百万円の支出（前年同四半期は43億３百万円の支

出）となりました。これは主に関係会社株式の売却による収入が８億円あったものの、有形固定資産の取

得による支出が58億５千４百万円、無形固定資産の取得による支出が２億７千７百万円あったことによる

ものです。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、59億１百万円の支出（前年同四半期は73億２千５百万円の支

出）となりました。これは主に長期借入金の返済による支出が29億３百万円、配当金の支払額が35億１千

６百万円、建設協力金の返済による支出が７億３千９百万円あったことによるものです。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

今後の当社グループを取り巻く経営環境は輸出を中心に回復基調にあるものの、依然として先行きが不

透明な状況が続くものと思われます。当社グループは事業環境の変化に対応できる強固な収益体質を構築

するとともに、環境・省エネルギー関連材料の研究開発の促進など新たな成長市場への展開を加速させ、

収益の拡大を図ってまいります。 

平成23年３月11日に発生いたしました「東北地方太平洋沖地震」により当社工場の一部が停止する等の

影響を受けております。当期の業績への影響については現在調査中であり、当社グループの業績に重大な

影響が見込まれる場合には速やかに開示いたします。 

 

２．その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

該当事項はありません。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31

日）を適用しております。 

 これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益がそれぞれ２百万円減少し、税金等調整

前四半期純利益が７千１百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の

変動額は１億２百万円であります。 

 

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。 

 



１ 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第３四半期 
連結会計期間末 

(平成23年２月28日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年５月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 18,189 17,427 

受取手形及び売掛金 47,180 47,181 

有価証券 18,151 18,512 

商品及び製品 15,929 16,342 

仕掛品 1,817 1,927 

原材料及び貯蔵品 7,994 6,886 

その他 8,029 9,439 

貸倒引当金 △49 △145 

流動資産合計 117,242 117,572 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 31,419 31,800 

機械装置及び運搬具（純額） 15,365 15,957 

その他（純額） 13,350 13,879 

有形固定資産合計 60,135 61,637 

無形固定資産   

のれん 1,512 1,835 

その他 2,262 2,442 

無形固定資産合計 3,774 4,277 

投資その他の資産   

投資有価証券 14,601 13,896 

その他 4,561 4,944 

貸倒引当金 △90 △110 

投資その他の資産合計 19,072 18,730 

固定資産合計 82,982 84,646 

繰延資産 310 422 

資産合計 200,536 202,641 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 15,780 14,531 

短期借入金 13,135 12,147 

未払法人税等 714 2,055 

その他 12,348 14,213 

流動負債合計 41,979 42,947 

固定負債   

長期借入金 8,617 11,672 

退職給付引当金 3,706 4,584 

負ののれん 529 643 

その他 14,684 14,964 

固定負債合計 27,538 31,864 

負債合計 69,518 74,812 
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(単位：百万円)

当第３四半期 
連結会計期間末 

(平成23年２月28日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年５月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 14,932 14,932 

資本剰余金 17,265 17,264 

利益剰余金 92,403 88,613 

自己株式 △786 △713 

株主資本合計 123,815 120,097 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 854 460 

為替換算調整勘定 △1,380 △116 

評価・換算差額等合計 △526 343 

少数株主持分 7,729 7,387 

純資産合計 131,018 127,829 

負債純資産合計 200,536 202,641 
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年６月１日 
 至 平成22年２月28日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成23年２月28日) 

売上高 103,876 111,020 

売上原価 62,585 66,065 

売上総利益 41,291 44,955 

販売費及び一般管理費 29,591 29,085 

営業利益 11,699 15,870 

営業外収益   

受取利息 117 68 

受取配当金 303 289 

負ののれん償却額 77 114 

持分法による投資利益 113 188 

その他 612 884 

営業外収益合計 1,224 1,545 

営業外費用   

支払利息 374 270 

為替差損 562 1,657 

その他 367 499 

営業外費用合計 1,304 2,427 

経常利益 11,618 14,989 

特別利益   

固定資産売却益 38 18 

特別利益合計 38 18 

特別損失   

固定資産処分損 302 442 

投資有価証券評価損 1,628 128 

関係会社整理損 － 210 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 68 

減損損失 2,385 － 

関係会社整理損失引当金繰入額 571 － 

特別損失合計 4,888 850 

税金等調整前四半期純利益 6,769 14,157 

法人税、住民税及び事業税 4,031 1,702 

法人税等調整額 △4,785 4,395 

法人税等合計 △753 6,097 

少数株主損益調整前四半期純利益 － 8,059 

少数株主利益 301 642 

四半期純利益 7,220 7,417 
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年６月１日 
 至 平成22年２月28日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成23年２月28日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 6,769 14,157 

減価償却費 7,496 6,591 

減損損失 2,385 － 

引当金の増減額（△は減少） 263 △1,543 

受取利息及び受取配当金 △420 △358 

支払利息 374 270 

持分法による投資損益（△は益） △113 △188 

有形固定資産売却損益（△は益） △38 △18 

有形固定資産処分損益（△は益） 302 442 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 68 

投資有価証券売却損益（△は益） － △2 

投資有価証券評価損益（△は益） 1,628 128 

売上債権の増減額（△は増加） △5,713 △655 

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,510 △1,124 

前払費用の増減額（△は増加） △250 △205 

未収入金の増減額（△は増加） 211 △41 

前渡金の増減額（△は増加） － △2,574 

仕入債務の増減額（△は減少） 6,333 1,700 

未払金の増減額（△は減少） △357 △517 

未払費用の増減額（△は減少） △1,183 △1,304 

その他 954 1,187 

小計 16,131 16,012 

利息及び配当金の受取額 444 394 

利息の支払額 △321 △214 

法人税等の支払額 △4,847 △3,899 

法人税等の還付額 332 7 

営業活動によるキャッシュ・フロー 11,739 12,300 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △120 △0 

定期預金の払戻による収入 96 0 

有形固定資産の取得による支出 △4,481 △5,854 

有形固定資産の売却による収入 125 27 

無形固定資産の取得による支出 △67 △277 

有価証券の取得による支出 △1,499 △2,997 

有価証券の償還による収入 1,499 1,998 

投資有価証券の取得による支出 △47 － 

投資有価証券の売却による収入 － 24 

関係会社株式の売却による収入 800 800 

長期前払費用の取得による支出 △62 △48 

固定資産撤去に伴う支出 △156 △353 

子会社株式の取得による支出 △229 － 

短期貸付金の増減額（△は増加） △125 170 

その他 △33 113 

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,303 △6,395 
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年６月１日 
 至 平成22年２月28日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成23年２月28日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

子会社の自己株式の取得による支出 △3,443 － 

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,661 1,451 

長期借入れによる収入 1,500 － 

長期借入金の返済による支出 △2,467 △2,903 

建設協力金の返済による支出 △739 △739 

配当金の支払額 △3,543 △3,516 

少数株主への配当金の支払額 △195 △98 

その他 △98 △95 

財務活動によるキャッシュ・フロー △7,325 △5,901 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △188 △593 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △78 △590 

現金及び現金同等物の期首残高 35,061 35,813 

現金及び現金同等物の四半期末残高 34,983 35,223 
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報 

a.事業の種類別セグメント情報 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年６月１日 至 平成22年２月28日） 

 
機能化学品
事 業 

(百万円) 

医 薬 
事 業 

(百万円)

セイフティ
システムズ
事 業 

(百万円)

その他 
事 業 

(百万円)

計 

(百万円) 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結 

(百万円)

売上高    

(1)外部顧客に対する売上高 47,596 36,175 13,012 7,091 103,876 － 103,876

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高 

40 12 － 20 72 (72) －

計 47,636 36,187 13,012 7,111 103,949 (72) 103,876

営業利益 6,251 7,382 37 1,772 15,444 (3,745) 11,699

 

(注) １ 事業の区分は、売上集計区分によっております。 

２ 事業区分に属する主要な製品 

事業区分 売上区分 主要製品 

機能化学品事業 機能性材料 エポキシ樹脂、エポキシ樹脂用硬化剤、合成樹脂用難燃剤、紫外線

硬化型樹脂、ポリイミド・ポリアミド樹脂、高機能化学品 

 電子情報材料 液晶ディスプレイ用部材、液晶プロジェクタ用部材、Ｘ線分析装置

部材、機能性フィルム、光ディスク用樹脂、液晶ディスプレイ用シ

ール材、機能性色素、インクジェットプリンター用色素 

 触媒 アクリル酸製造用触媒、メタクリル酸製造用触媒、プラントライセ

ンスビジネス 

 色材 分散染料、カチオン染料、酸性染料、反応染料、直接染料、硫化染

料、蛍光染料、繊維・紙用機能性薬剤、非繊維用特殊色材 

医薬事業 医薬品 抗悪性腫瘍剤、神経系薬剤、循環器用薬剤、消化器用薬剤、代謝性

薬剤、抗生物質製剤、消炎鎮痛パップ剤、放射性医薬品、医療機

器、医薬原薬・中間体、食品・食品添加物、食品品質保持剤、動物

用医薬品、飼料・飼料添加物、診断薬 

セイフティシステ

ムズ事業 

セイフティシステムズ エアバッグ用インフレータ、シートベルトプリテンショナー用マイ

クロガスジェネレータ、スクイブ 

その他事業 その他 
殺虫剤、除草剤、殺菌剤、殺ダニ剤、防疫用殺虫剤、土壌殺菌剤、

動物忌避剤、生物農薬、不動産事業 
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b.所在地別セグメント情報 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年６月１日 至 平成22年２月28日） 

 
日本 

(百万円) 

その他の地域

(百万円) 

計 

(百万円) 

消去又は 

全社 

(百万円) 

連結 

(百万円) 

売上高  

(1)外部顧客に対する売上高 90,011 13,865 103,876 － 103,876

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高 

4,223 4,155 8,378 (8,378) －

計 94,234 18,020 112,254 (8,378) 103,876

営業利益 14,940 561 15,501 (3,802) 11,699
 

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 日本以外の区分に属する主な国又は地域 

その他の地域・・・アメリカ、チェコ、香港、中国 

c.海外売上高 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年６月１日 至 平成22年２月28日） 

 アジア その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円） 21,493 13,134 34,628

Ⅱ 連結売上高（百万円） － － 103,876

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高
の割合（％） 

20.7 12.6 33.3

 

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

(1) アジア・・・・・・中国、香港、台湾 

(2) その他の地域・・・アメリカ、ドイツ 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 
 

 

【セグメント情報】 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17

号  平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第20号  平成20年３月21日）を適用しております。 

 

１  報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可

能であり、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象

となっているものであります。 

 当社グループの報告セグメントは製品別に事業本部を置き、各事業本部は取り扱う製品について

国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社グループは、主に事業部門を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構

成されており、「機能化学品事業」、「医薬事業」、「セイフティシステムズ事業」の３つを報告

セグメントとしております。 
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 各報告セグメントに属する主要な製品・サービスの種類は、下表のとおりであります。 

報告セグメント 売上区分 主 要 製 品 

機 能 性 材 料

エポキシ樹脂、エポキシ樹脂用硬化剤、反応性難燃樹脂、

紫外線硬化型樹脂、ポリイミド・ポリアミド樹脂、高耐熱

機能性接着シート、高機能化学品 

電 子 情 報 材 料

液晶ディスプレイ用部材、液晶プロジェクタ用部材、X線分

析装置部材、機能性フィルム、光ディスク用樹脂、液晶デ

ィスプレイ用シール材、MEMS用レジスト、機能性色素、イ

ンクジェットプリンター用色素、感熱顕色剤 

触 媒
アクリル酸製造用触媒、メタクリル酸製造用触媒、プラン

トライセンスビジネス 

機 能 化 学 品 事 業 

色 材

分散染料、カチオン染料、酸性染料、反応染料、直接染

料、硫化染料、蛍光染料、繊維・紙用機能性薬剤、非繊維

用特殊色材 

医 薬 事 業 

抗悪性腫瘍剤、神経系用薬、循環器官用薬、消化器官用

薬、ビタミン剤およびその他代謝性医薬品、放射性医薬

品、化学療法剤、消炎鎮痛パップ剤、体外診断用医薬品、

医療機器、医薬原薬・中間体、食品・食品添加物、食品品

質保持剤 

セ イ フ テ ィ シ ス テ ム ズ 事 業
エアバッグ用インフレータ、シートベルトプリテンショナ

ー用マイクロガスジェネレータ、スクイブ 

 

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自  平成22年６月１日  至  平成23年２月28日） 

（単位：百万円） 

報告セグメント 

 
機能化学品

事業 
医薬事業

セイフテ
ィシステ
ムズ事業

計 

その他
(注)１

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連
結損益計
算書計上

額 
（注）３

売上高   
 

  外部顧客への売上高 53,219 36,959 13,906 104,084 6,935 111,020 － 111,020

  セグメント間の内部売上
高又は振替高 

24 22 － 47 20 68 △68 －

計 53,244 36,981 13,906 104,132 6,956 111,089 △68 111,020

セグメント利益 9,034 7,706 1,007 17,747 1,835 19,583 △3,712 15,870

(注)１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、アグロ事業、不動産事業を含ん

でおります。 

  ２ セグメント利益の調整額△3,712百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△3,726百万

円、セグメント間取引消去13百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。 

  ３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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